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＜連絡事項＞
・退院時要約の作成は期限を厳守し、初外来診察時には確認出来るようにしておく。
＜患者様連絡事項＞
・鹿原　博夫様～午前中は解熱していたが午後から発熱あり。下痢が続いているため本日より点滴3日分処方となる。発熱時と下痢時のIFオーダー薬、カロナール1回2錠5回分、ロペラシド1回1cap5回分処方となる。
・小笠原　芳明様～療養環境変更目的にて東D20号室から西A48号室に転出となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～大声での独語や要求の頻回さ、隣室者への話し掛けあり、自身の要求が通らない事で易怒性・ドア蹴り・壁叩きあり。食事は各食1/2摂取しており、服薬の拒否は無い。引き続き精神症状の変化に注意しながら観察・介入行っていく。
・澤村　彬様～午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放前はドア蹴り頻回。開錠後すぐに洗面所へ行き、飲水行為頻回にあり、都度注意・介入にて一時的に止めるがスタッフが目を離すと同行為を繰り返し、落ち着かず。終了時間より早めに開放観察終了している。引き続き精神症状の変化に注意しながら観察・介入行っていく。
・木村　格治様～大声でのスタッフコール・私物要求あり、声高だが、対応は落ち着いている。朝食後薬・昼食後薬共に一部の内服薬（酸化マグネシウム、セパゾン、ビオスリー）は再三説明にも拒否強く、服用出来ずにいる。引き続き精神症状の変化に注意しながら観察・介入行っていく。
＜要注目患者様＞
・畑中　成夫様～スタッフへの挨拶やとりとめのない話し掛けが増えてきており、他者へ干渉しトラブルになりかける事あり。介入要している。

・立花　圭様～時折来詰してはスタッフへの話し掛けや他者への不満を話す事あるが、不穏・興奮や他者トラブルは無く、過ごされている。
・久喜　つき様～傾眠がちに過ごされ、食事は各食数口から不食。食事摂取量少ない為、指示の点滴2本実施している。介入時一時的に拒否・抵抗あるが軽度。
・袴田　将志様～表情硬さ・気分高揚見られており、詰所での飲水も頻回で説明にも聞き入れ出来ず、昼食後の時点で一日分の水のうち3/4以上飲水している。又、スタッフへの話し掛けも多く、話題がコロコロと変わり、まとまりが無い。
・八木橋　牧雄様～八戸赤十字病院を他科受診し、帰院している。帰院後、身元保証協会の職員と今後について話をしている。
・鹿原　博夫様～37℃台の発熱持続し、下痢が続いている。便意の訴え頻回にありトイレに間に合わず便失禁見られる。リハビリパンツについては兄が持参しているが、生活保護の方から償還払いになるとPSWより連絡あり。兄に領収書（レシート）を保管しておくように連絡をしている。
＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～レボトミン(25)1×朝で追加、他同内容で7日分処方。
・袴田　将志様～臨時薬、同内容で7日分処方となっている。
・織笠　健太郎様～外部からのウイルスについて「最近は大丈夫ですが、ドライヤーに電気のウイルスがついてるから使えない」と話されている。実際にドライヤーは使っていない。臨時薬、ロナセン(8)2×朝・夕追加、他同内容で7日分処方。
・佐藤　俊也様～アルコールプログラムについて勧められるが「時間が無い。仕事をしなければ、お酒は飲みませんから」と頑なに拒否されている。今後については母様と相談し、退院支援検討会を開催して決めていく事としている。本人は「家庭内の事なので」と会議も拒否されている。臨時薬、同内容で7日分処方となっている。

・小澤　和子様～オランザピン(2.5)1T　1×朝追加、他同内容で7日分処方。
・小向　静江様～夜間不眠と、同室者への不満を訴えている。不眠時の頓服薬処方となっている。アモキサン(25)・モサプリドクエン(5)2T→3Tに増量、他同内容で7日分処方。
・八木橋　牧雄様～臨時薬、処方内容変更となり、7日分処方となっている。
＜皮膚科診察＞
・類家　健様～右大腿部の痂皮化進んでいる。同前処置、内服は飲み切り中止。
・古川　忍様～右臀部の膿疱軽減している。内服は飲み切り中止。
・泉山　紀子様～皮疹暫時に軽減、同前処置。内服は一度止めて経過観察とする。
・木村　格治様～特変無し。同前処置。臨時薬としてデルモゾールＤＰ軟膏2本処方。
・木村　正志様～背部・腰部に丘疹多数散在、色素沈着局面にあり。
　　　　　　　　タベジール２Ｔ　２×朝・夕で７日分処方。
・田村　ツキ様～右第１趾、腫脹・疼痛あり爪嵌入見られる。
　　　　　　　　クラリスロマイシン（２００）２×朝・夕で５日分処方。
　　　　　　　　患部はゲンタマイシン軟膏塗布。

